
自動車運転免許証
自主返納者への支援

ア
ッ
ピ
ー

市
議
会
6
月
定
例
会

補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
議

総
務
課

�
7
7
5
―

4
9
6
3

�
7
7
5
―

9
8
1
9

市
議
会
6
月
定
例
会
は
、
6
月
8
〜
30

日
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
令
和
2
年
度
補
正
予
算

や
、
上
尾
市
と
伊
奈
町
が
共
同
で
進
め
る

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
候
補
地
の
選

定
に
関
す
る
評
価
基
準
に
つ
い
て
、
調
査

審
議
す
る
た
め
の
検
討
会
議
を
廃
止
す
る

た
め
の
条
例
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
市
長
提
出
の
30
議
案
と

諮
問
2
件
に
つ
い
て
は
、
全
て
原
案
の
と

お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
ま
た
は
答
申
さ

れ
ま
し
た
。可
決
さ
れ
た
補
正
予
算
に
は
、

所
得
の
低
い
人
の
介
護
保
険
料
軽
減
の
た

め
の
費
用
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

人

権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
、
髙
橋
晴
美
氏

と
田
口
い
ず
み
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
異

議
な
き
旨
の
答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
1
日
に

令
和
2
年
国
勢
調
査
を
実
施

総
務
課

�
7
7
5
―

4
9
8
9

�
7
7
5
―

9
8
1
9

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
る
最
も
基
本
的
で
大
規
模
な
統

計
調
査
で
す
。
全
国
・
都
道
府
県
・
市
区

町
村
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
各
種
行
政
施
策
を
進
め
る
た
め
の
基

礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

国
勢
調
査
は
日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て

の
人
が
対
象
で
す
。
9
月
中
旬
か
ら
10
月

上
旬
に
、
国
勢
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅

へ
伺
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
国
勢
調
査

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
に
配
慮
し
、
調
査
員
と
世
帯
の
接
触

を
低
減
さ
せ
る
調
査
方
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害

者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
経

過
的
措
置
に
よ
る
福
祉
手
当
の
所

得
状
況
届
の
提
出
を

障
害
福
祉
課

�
7
7
5
―

5
1
2
3

�
7
7
6
―

8
8
7
2

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
措
置
に

よ
る
福
祉
手
当
の
受
給
者（
支
給
停
止
者

を
含
む
）は
、
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
は
、
引
き
続
き
手

当
を
受
け
ら
れ
る
か
を
審
査
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
受
給
者
に
は
、
8
月
7
日
㈮

以
降
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。
【
提
出
期

間
】8
月
12
日
㈬
〜
9
月
11
日
㈮（
㈯
㈰
を

除
く
）
【
提
出
方
法
】通
知
書
に
記
載
の

必
要
書
類
を
用
意
し
て
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
障
害
福
祉
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町

3
―

1
―

1
）へ

あ
げ
お
産
業
祭
の
中
止

商
工
課

�
7
7
7
―

4
4
4
1

�
7
7
5
―

5
0
2
4

農
政
課

�
7
7
5
―

7
3
8
4

�
7
7
5
―

9
8
7
2

11
月
7
日
㈯
・
8
日
㈰
に
開
催
を
予
定

し
て
い
た
｢あ
げ
お
産
業
祭
｣は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
中
止
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
対
策

通
話
録
音
装
置
の

無
償
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

交
通
防
犯
課

�
7
7
5
―

5
1
3
8

�
7
7
5
―

9
9
2
7

市
内
に
お
け
る
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の

被
害
防
止
の
た
め
、
通
話
録
音
装
置
の
無

償
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
�
通
話

録
音
装
置（
貸
し
出
し
）の
1
年
間
の
使
用

と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入

�
市
内
に
在
住

の
65
歳
以
上
の
単
身
・
夫
婦
世
帯
な
ど

�
50
世
帯（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

�
8
月
3
日
㈪
〜
31
日
㈪
に
直
接
、
交
通

防
犯
課
へ

高齢ドライバーの事故を防止するため、運転免許証
自主返納者支援事業を実施しています。 �①市内循
環バス「ぐるっとくん」の回数券（24回分）を交付②｢運
転経歴証明書｣を取得した人に、その交付手数料（1，100
円）を補助 �次の⑴～⑶の全てに該当する人⑴令和2
年4月1日以降に所有している全ての運転免許証を自主
返納した⑵免許返納時に満75歳以上⑶市内に住所を有
する �運転免許証の自主返納後、申請書に運転免許
証取消通知、写真付きの本人確認ができる物（取り消
しを受けた運転免許証など）、運転経歴証明書、交付
手数料の領収書、本人の振込口座の写しを添えて直接、
交通防犯課へ ※代
理人が申請する場合
は、委任状と身分証
明書を用意してくだ
さい。

交通防犯課 �775－5138
�775－9927

市内循環バス「ぐるっとくん」
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ア
ッ
ピ
ー

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の

一
部
訂
正

西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー

�
7
8
1
―

9
1
4
1

�
7
8
1
―

9
1
6
6

5
月
下
旬
か
ら
配
布
し
た『
上
尾
市
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー（
7
月
〜
令
和
3
年

6
月
版
）』に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
2
・
4
・
6
・
8
ペ
ー
ジ
共
通

【
誤
】8
月
24
日
㈭
【
正
】8
月
27
日
㈭

な
お
、
右
記
の
日
の
収
集
品
目
は
カ
レ

ン
ダ
ー
の
と
お
り
で
す
。

技
能
功
労
者
表
彰
候
補
者
の
推
薦

商
工
課

�
7
7
7
―

4
4
4
1

�
7
7
5
―

5
0
2
4

技
能
者
の
社
会
的
地
位
と
技
術
水
準
の

向
上
、
勤
労
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
技
能
の
向
上
や
後
進
の
育
成
な
ど
に

貢
献
し
て
い
る
人
を
表
彰
し
ま
す
。
�

主
に
市
内
で
就
業
し
て
い
る
次
の
①
〜
③

の
全
て
に
該
当
す
る
人
①
技
能
者
と
し
て

同
一
職
種
の
職
業
に
30
年
以
上
従
事
し
、

か
つ
現
在
も
そ
の
職
業
に
従
事
し
て
い
る

②
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
後
進
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
③
左
記
の
｢表
彰
対
象
職
種
｣

に
該
当
す
る
【
表
彰
対
象
職
種
】大
工
、

と
び
職
、
左
官
、
板
金
工
、
屋
根
職
、
畳

職
、
タ
イ
ル
・
レ
ン
ガ
工
、
ブ
ロ
ッ
ク
建

築
工
、
石
工
、
配
管
工
、
電
気
工
事
工
、

ガ
ラ
ス
工
、
造
園
職
、
塗
装
工
、
表
具
師
、

建
具
師
、
家
具
製
造
工
、
内
装
・
イ
ン
テ

リ
ア
、
看
板
・
広
告
美
術
、
印
刷
工
、
印

章
彫
刻
士
、
時
計
修
理
工
、
写
真
師
、
貴

金
属
装
身
具
製
造
職
、
自
転
車
組
立
・
修

理
工
、
自
動
車
整
備
・
修
理
工
、
製
菓
・

製
パ
ン
・
製
メ
ン
工
、
豆
腐
製
造
職
、
染

物
・
洗
張
職
、
洋
裁
・
洋
服
仕
立
職
、
和

服
仕
立
職
、
寝
具
製
造
職
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、美
容
師
、理
容
師
、は
り
・
き
ゅ
う
・

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
な
ど

�

技
能
職
団
体
の
代
表
者
な
ど
は
、
推
薦
書

（
商
工
課
に
あ
る
）に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
9
月
4
日
㈮
ま
で
に
直
接
、
商
工
課

へ

※
技
能
職
団
体
に
属
さ
な
い
場
合

は
、
自
薦
も
で
き
ま
す
。

年
金
の
請
求
手
続
き

保
険
年
金
課

�
7
7
5
―

5
1
3
7

�
7
7
5
―

9
8
2
7

全
て
の
年
金
は
、
受
け
ら
れ
る
資
格
が

あ
っ
て
も
本
人
の
請
求
の
手
続
き
が
な
け

れ
ば
受
給
で
き
ま
せ
ん
。請
求
先
は
、加
入

し
て
い
た
年
金
制
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
各
年
金
の
請
求
先
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類
が

個
人
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
�
0
5
7
0
―

05
―

1
1
6
5
）、
大
宮
年
金
事
務
所（
�
652
―

3
3
9
9
）、
ま
た
は
保
険
年
金
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

請求先
保険年金課

年金事務所

年金事務所または各共済組合
※共済組合の種類によっては
共済組合でだけ請求が可能な
場合があります。

年金事務所または各共済組合

加入していた年金制度
・国民年金（第1号被保険者期間だけ）
・国民年金（第3号被保険者期間がある）
・国民年金と厚生年金の加入期間がある
・厚生年金だけ

・共済組合だけ

・国民年金と共済組合の加入期間がある
・厚生年金と共済組合の加入期間がある
・厚生年金と国民年金と共済組合の加入
期間がある

●
老
齢
基
礎
年
金
【
受
給
要
件
】次
の
①

〜
⑤
の
期
間
の
合
計
が
原
則
と
し
て
10
年

以
上
の
人
①
国
民
年
金
保
険
料
納
付
済
期

間
②
国
民
年
金
保
険
料
免
除
期
間（
一
部

免
除
の
場
合
は
、
免
除
さ
れ
な
か
っ
た
額

を
納
付
し
た
期
間
）、
納
付
猶
予
期
間
、
法

定
免
除
期
間
、
学
生
納
付
特
例
期
間
③
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
期
間
④
第
3

号
被
保
険
者
期
間
⑤
合
算
対
象
期
間（
カ

ラ
期
間
）
※
カ
ラ
期
間
と
は
、
昭
和
36

年
4
月
〜
昭
和
61
年
3
月
に
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
加
入
者
の
配
偶
者
で
、
本
人
が

ど
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
期
間
な
ど
で
す
。
※
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
た
人
は
希
望
に
よ
り
、
60
歳
以

上
65
歳
未
満
に
繰
り
上
げ（
減
額
）請
求
、

ま
た
は
66
歳
以
降
の
繰
り
下
げ（
増
額
）請

求
が
で
き
ま
す
。
【
年
金
額
】満
額
で
78

万
1
、7
0
0
円（
令
和
2
年
度
）
※
免

除
・
納
付
猶
予
・
法
定
免
除
・
学
生
納
付

特
例
期
間
や
未
納
期
間
が
あ
る
と
減
額
さ

れ
ま
す
。
【
支
給
月
】偶
数
月
の
15
日

●
厚
生
年
金
を
受
給
中
の
場
合

65
歳
よ

り
前
に
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
65
歳
の
誕
生
月
に
簡
易
申
請
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

日
本
年
金
機
構
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
の
た
め
の
お
仕
事
相
談

子
ど
も
支
援
課

�
7
7
5
―

6
8
1
9

�
7
7
4
―

5
3
4
2

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、

就
職
、
転
職
な
ど
仕
事
に
関
す
る
こ
と
を

個
別
に
相
談
で
き
ま
す
。
�
8
月
25
日

㈫
・
27
日
㈭
、
9
月
3
日
㈭
・
23
日
㈬

10
〜
15
時（
12
〜
13
時
を
除
く
）
※
1
回

の
相
談
は
50
分
で
す
。
�
市
役
所
6
階

602
会
議
室

�
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
・
寡

婦

�
相
談
日
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話

で
子
ど
も
支
援
課
へ

10



6月14日、上尾市農業後継者育成確保推進対策
協議会主催による親子農業体験教室｢田植え｣が開
催され、私も参加させていただきました。
会場である平方堤外地区の田んぼは、昨年の台
風19号により土砂が堆積するといった深刻な被害
を受けましたが、災害復旧にご協力いただきまし
た皆様と地元の皆様の熱意により例年通り田植え
を開催することができました。改めてご協力いた
だきました皆様に心より感謝いたします。
今回は新型コロナウイルス感染症対策のため、

2班に分けマスク着用で実施しました。初めに稲
苗の植え方を教わりました。その後、泥の感触を
確かめながらゆっくりと足を踏み入れると、｢冷
たい｣｢意外と深い｣などの歓声が上がりました。
泥だらけになりながらも一つ一つ丁寧に稲苗を

植え、親子でコミュニケーションを取りながら楽
しんで作業を続けているうちに、あっという間に
植え終わりました。
この体験は、主食である米がどのようにできる

のかを学ぶと同時に、作り手の皆様への感謝の心
を育み、自然環境や食文化に興味を持つきっかけ
となるとても良い取り組みだと感じました。
稲の学習や田植え体験は、小学5年生の社会科

の授業や「総合的な学習の時間」でも行われてお
り、米作りを学ぶ機会となっています。
秋には稲刈りの体験も予定しています。心を込

めて植えた稲苗が成長し、たわわに実った稲穂と
出会う日を楽しみにしています。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
を

子
ど
も
支
援
課

�
7
7
5
―

6
8
1
9

�
7
7
4
―

5
3
4
2

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
届
け
は
、
11
月
分
以
降
も
引
き
続
き
手

当
を
受
け
ら
れ
る
か
を
審
査
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
受
給
資
格
者
に
は
、
事
前
に

郵
送
で
通
知
し
ま
す
。
�
左
表
の
と
お

り（
受
け
付
け
／
8
時
30
分
〜
17
時
、
㈯

の
12
〜
13
時
と
㈰
㈷
を
除
く
）
※
窓
口

の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、
証
書
番
号
で
受
付

期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
受
付
期
間
に
来

庁
で
き
な
い
場
合
は
、
証
書
番
号
に
関
わ

ら
ず
8
月
中
の
都
合
の
つ
く
日
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
�
印
鑑

※
そ
の
他
、
各

自
必
要
な
書
類
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
通

知
書
に
記
載
さ
れ
た
必
要
書
類
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
【
提
出
方
法
】直
接
、
子

ど
も
支
援
課
へ

受付期間

8/1㈯~8/7㈮

8/8㈯~8/15㈯

8/17㈪~8/22㈯

8/24㈪~8/31㈪

証書番号

1~2600、
984100~20220000

2601~3700

3701~4400

4401~5000番台

浄
化
槽
の
正
し
い
管
理

県
環
境
検
査
研
究
協
会（
指
定
検
査
機
関
）

�
6
4
9
―

5
1
5
1

�
6
4
9
―

5
4
9
5

生
活
環
境
課

�
7
7
5
―

6
9
4
0

�
7
7
5
―

9
8
7
2

浄
化
槽
の
維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清

掃
）と
定
期
検
査（
法
定
検
査
）は
浄
化
槽

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
怠
る
と

浄
化
槽
の
機
能
が
低
下
し
、
悪
臭
な
ど
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区

域
で
は
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
速
や
か
に
下

水
道
本
管
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
保
守
点
検

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
や

修
理
で
す
。
県
知
事
登
録
を
受
け
た
業
者

に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

●
清
掃

浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚
泥
な
ど

の
引
き
出
し
や
調
整
、
機
器
類
の
洗
浄
な

ど
は
、
毎
年
1
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
が
許
可
し
た
業
者
に
委
託

し
て
く
だ
さ
い
。

●
法
定
検
査

保
守
点
検
や
清
掃
と
は
別

に
行
う
、
浄
化
槽
の
機
能
診
断
で
す
。
指

定
検
査
機
関
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

心を込めて植えこみました教わりながら親子で楽しく田植
え体験親子農業体験教室「田植え」を開催
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JR上尾駅自由通路の有料広告を募集
広告

広告
広告

広告

広告

【西口】 【東口】
ペデストリアンデッキ

（西口）

ペデストリアンデッキ
（東口）

エレベーター

エスカレーター エスカレーター

エスカレーター

エスカレーター階段

↓
改札

D1 SP

SP

SP

SP

SP掲載中掲載中

A1

掲載中

A2
A3
A4
A5
掲載中
掲載中
掲載中

掲載中

改札

階段

階段

自
由
通
路

SP

D2
D3
D4
D5
D6
D7
D8

マイナポイントの予約・申込支援を実施
キャッシュレス決済を利用すると25㌫のマイナポイントがも

らえる、国のマイナポイント制度が9月から始まります。制度
を利用する場合は、マイナンバーカードを取得し、マイナポイ
ントの予約・申し込みを行う必要があります。市では、マイナ
ポイントの予約と申し込みが行える｢マイナポイント予約・申
込支援ブース｣を設置しています。
�㈪～㈯（第3㈯を除く） �市役所1階市民ホール �利用者証
明用電子証明書を搭載したマイナンバーカード ※利用したい
キャッシュレス決済事業者が指定する決済サービスＩＤとセ
キュリティコードも必要です。

ＪＲ上尾駅自由通路に掲載する有料広告を募集します。掲載
は審査の上、決定します。【掲載位置・募集枠数・規格・掲載
料】下表・図のとおり 【掲載期間】月単位（月の初日から末日ま
で） �電話で㈱ジェイアール東日本企画へ

掲載料
（月）

30，000円

1週間以上の期間に
応じて要相談

面積（㎡）

1．80

柱6本

規格
横

2．00

縦

0．90

募集
枠数
5
8

1

広告掲載位置

西口熊谷方面
西口大宮方面

自由通路柱

広告種別

電照式サインボード広告

アドピラー
（柱巻き）広告

図番号

A1~A5
D1~D8

SP

行政経営課
�775―3963 �776―8873

※マイナポイントを予約・申し込みの上、キャッシュ
レス決済サービスで2万円のチャージまたは買い物を
することが必要です。

※広告画面の製作費や取り付け費用は別途必要となります。

㈱ジェイアール東日本企画 �027―322―6628・�027―327―7642
施設課 �775―5115・�775―9819
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